
インドの大気汚染

ー 粒子状物質（PM） ー

在インド日本国大使館

2015年2月11日：在外安全対策セミナー（於コルカタ）
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インドにおけるPMの主な発生要因

●自動車の排ガス
車両台数の増加，交通渋滞，ディーゼル車及び

旧型車の使用

●工場・火力発電の排煙
石炭利用，電力需要の増加

●生物燃料（薪炭材、牛糞など）の使用
非効率な燃焼⇒PMがより多く発生

●農業廃棄物の焼却
収穫後の稲・麦わら等

●粉じん
工事現場，道路上の車両通行
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PM濃度に影響する気象条件

●気温の低下

・境界層（汚染物質が閉じ込められる層）が薄くなる。

・上昇気流が発生しない。

⇒PMが地表付近に滞留

●風向き
風下への越境汚染

●海からの距離

内陸は海風の影響を受けずPMが滞留しやすい。

●降水量の減少

大気中及び地表面のPMが流失されない。

自由対流圏

大気境界層
（高度1～2Km）
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インド政府の主な政策

●法整備
大気汚染防止法（The Air (Prevention and Control of 
Pollution) Act)を1981年に制定。⇒1987年改正。

●環境基準の設定
2009年に国家大気質基準（NAAQS）を改正し、12種の汚染物
質（PM2.5含む）について環境基準を定める。

●大気汚染のモニタリング
国家大気観測プログラム（NAMP）に基づき、全国224都市に
おいて544の観測地点を設置済み（2013年3月現在）。

主な観測対象：SO2，NO2，PM10

出典： NATIONAL AMBIENT AIR QUALITY STATUS & TRENDS (2012) , CPCB 4



インドの大気質基準（NAAQS 2009改正）

汚染物質 インド基準 WHO指針 日本基準

PM 10
年平均 60 μg/m3 20 μg/m3 －

日平均 100 μg/m3 50 μg/m3 （SPM）
100 μg/m3

PM 2.5
年平均 40 μg/m3 10 μg/m3 15 μg/m3

日平均 60 μg/m3 25 μg/m3 35 μg/m3

主要都市数
（人口100万人以上）

PM10

基準内 2
基準外 34
合計 36

●PM10
９割以上の主要都市でインド基準を超える（2012年平均）

出典：NATIONAL AMBIENT AIR QUALITY STATUS & TRENDS (2012) , CPCB

⇒チェンナイ及び
マドゥライ（タミル・ナド州）
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インド基準

WHO指針

５都市のPM10濃度（年平均）
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コルカタのPM10,NO2,SO2濃度
（2000-2012年平均）

インド基準(PM10)

出典： NATIONAL AMBIENT AIR QUALITY STATUS & TRENDS – 2012, CPCB



出典： A Report on trend of important air quality parameters in Kolkata 
during night time as compared to day time situation during year 2011 and 2012 , WBPCB

コルカタのPM10濃度
（2010年：日平均）

1-2月及び11-12月（冬・乾季）において増加傾向（※特に夜間）

インド基準



インド政府及び各州政府の主な対策
ー PM排出量の削減 ー

●自動車排ガス対策

・排ガス規制の強化（2012年に20都市でバーラト・ステージⅣを採用）

・排ガス検査の義務付け（Pollution Under Control： PUC)

・燃料基準の強化（鉛，ベンゼン及び硫黄等の含有量を削減）

・圧縮天然ガス（CNG）の対応車両を導入(70都市で110万台以上)

・交通渋滞の緩和（バイパス・高架道路，バス専用レーン，駐車規制)

・メトロの敷設

●その他

・純度の高い石炭による火力発電

・汚染源となる工場の閉鎖又は郊外移転

出典：環境森林省 年次報告（2012-13）
NATIONAL AMBIENT AIR QUALITY STATUS & TRENDS (2012) , CPCB 9



大気質データ（コルカタ）
西ベンガル州公害対策委員会

West Bengal Pollution Control Board （WBPCB）のHPからリンク

指定した期間の
1日平均値を検索可能
（約20地点）

（WBPCBサイト）http://emis.wbpcb.gov.in/airquality/citizenreport.do

過去のデータが検索可能
（コルカタのみ）

指定日の1時間値が検索可能
（約20地点）



例） コルカタにおける1月20～2月3日の計測値

PM10及びPM2.5の
1日平均値

大気質データ（コルカタ）
西ベンガル州公害対策委員会

（WBPCBサイト）http://emis.wbpcb.gov.in/airquality/citizenreport.do

データの測定から掲載まで
１日～数日間のタイムラグ



大気質気象予報システム（SAFAR）
地球科学省インド熱帯気象研究所

● PM2.5濃度等の24時間平均値（実測値・予測値）を掲載

●デリー（10地点）,プネー（9地点）で計測
⇒ムンバイ，チェンナイ，コルカタ，アーメダバードでも展開予定

●大気質指数（AQI）による類別評価

●SAFARサイト
（デリー）http://safar.tropmet.res.in/
（プネー）http://pune.safar.tropmet.res.in/Home.aspx

大気質指数（AQI）と類別
PM2.5日平
均（μg/m3）

健康への影響

Good (0-100） 0-60 影響なし

Moderate （101-200） 61-90 一部の高感受性者に影響の可能性

Poor (201-300) 91-210 高感受性者に影響の可能性

Very Poor (301-400) 211-252 注意報：全ての人に影響の可能性

V. Unhealthy (401-500) 253≦ 緊急警報：全ての人に影響の可能性
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大気質気象予報システム（SAFAR）
地球科学省インド熱帯気象研究所

大気質指数（AQI）の
類別

24時間平均値

各観測地点の
大気質指数（AQI）
が閲覧可能

（SAFARサイト）http://safar.tropmet.res.in/

地球科学省のHPからリンク
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大気質気象予報システム（SAFAR）
地球科学省インド熱帯気象研究所

大気質指数（AQI）と
類別

大気質指数
（AQI）

0-100

101-200

201-300

300-400

401-500

（SAFARサイト）http://safar.tropmet.res.in/
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大気質モニタリング－PM2.5のAQI－
当地米国大使館及び総領事館

（米大サイト）http://newdelhi.usembassy.gov/airqualitydataemb.html

PM2.5濃度の24時間
平均から求めたAQI
（１時間毎に更新）

AQI→PM2.5濃度

への換算サイト
（Calcuｌator: AQI 
to Concentration）
にアクセス可能

当地米国各公館のHPからリンク

●観測地点：
・デリー

・ハイデラバード

・チェンナイ

・コルカタ

・ムンバイ

（各都市１地点）
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各国の大気質指数（AQI）－PM2.5－
PM2.5
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